
　３月３日から５日の日程で東北地方との意見交換会に参加し
ました。初日はテーマに沿った意見交換会で、各々の地方が抱
えている問題やテーマ以外の事も意見交換でき、問題を共有す
る事が出来ました。東北地方青年部は幹事会を年５回開催して

いること、青年部独自の財政を持っている事に
ついては、非常に驚きました。日本海地
方の幹事会は年１回の開催となり、そ
の１回の幹事会をどれほど濃いもの
に出来るかがこれからの課題だと強
く感じました。

　２日目はフィールドワークで被害にあった場所をまわり、双葉
町では、聖火ランナーが通る場所や駅前は綺麗に整備されていま
したが、それ以外のところは震災当時のままでした。建物は壊れ、
中はぐちゃぐちゃな状態でした。震災当時の場所に行くのは初め
てであり、あまりの酷さに言葉が出ませんでした。夜ノ森では、
帰還困難区域の境界を見てきました。道路一本で住めるところ、
住めないところが分けられていました。道路一本で何が変わるの
か…。全く理解できませんでした。

　請戸地区では、被害にあった請戸小学校や慰霊碑を見学しまし
た。この地区は、津波の被害と放射線の被害で多くの人が亡くなっ
たと聞きました。原因は、放射線の影響で救命活動ができなかっ
たそうです。目の前に助けられる人がいたにも拘らず出来なかった
事を聞き、涙がこみ上げてきました。請戸小学校は津波の被害が
あったにも関わらず奇跡的に先生、生徒全員無事だったと聞きま
した。子供たちが、いつも遊んでいた裏道を先生に教え、避難し
たそうです。生徒を信じた先生の判断は素晴らしいと思いました。

　今回の意見交換、フィールドワークを行い、とても貴重な勉強、
体験となりました。考えさせられる事がたくさんありました。こ
の経験を自分の分会、支部、地方全体に広めていきたいと思いま
す。しかし、簡単に出来るとは思っていません。時間はかかるか
もしれませんが、一生懸命活
動していきます。日本海地方
本部並びに受け入れして頂い
た東北地方本部・青年部の皆
さんには感謝しています。貴
重な経験ありがとうございま
した。

日本海地方青年部部長
松田祐樹

地震で倒壊したままの家屋 棚等が倒れたまま埃が堆積した室内

整備された双葉駅周辺

浪江町での慰霊碑

フェンスやロープで仕切られただけの帰宅困難区域
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東日本大震災当時のままの
風景に衝撃…

東日本大震災当時のままの
風景に衝撃…
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東北地方・日本海地方意見
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0021




